
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

告

示

○
自
衛
官
採
用
試
験
（
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
）
の
試
験
期
日
及
び
試
験
会
場

を
定
め
る
件

二
六
五

○
自
衛
官
採
用
試
験
（
自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）
）
の
試
験
期
日
及
び
試
験
会
場

を
定
め
る
件

二
六
六

○
自
衛
官
採
用
試
験
（
一
般
曹
候
補
生
）
の
試
験
期
日
及
び
試
験
会
場
を
定
め
る

件

二
六
六

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
医
療
扶
助
等
の
た
め
の
医
療
機
関
を
指
定
し
た
件

二
六
七

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の
事
業
を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
件

二
六
八

○
生
活
保
護
法
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
施
術
者
の
住
所
を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ

た
件

二
六
八

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
介
護
扶
助
等
の
た
め
の
介
護
機
関
を
指
定
し
た
件

二
六
八

○
大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
の
届
出
に
つ
い
て
意
見
が
あ
っ
た
件
三
件

二
六
九

○
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
件

二
七
〇

○
土
地
区
画
整
理
組
合
の
事
業
計
画
を
認
可
し
た
件

二
七
〇

○
政
府
調
達
に
関
す
る
苦
情
の
処
理
手
続
要
綱
を
定
め
た
件
の
一
部
を
改
正
す
る

件

二
七
一

○
福
島
県
政
府
調
達
苦
情
検
討
委
員
会
設
置
要
綱
を
定
め
た
件
の
一
部
を
改
正
す

る
件

二
七
一

公

告

○
都
市
計
画
の
決
定
に
係
る
関
係
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
件

二
七
一

正

誤

○
令
和
三
年
六
月
十
一
日
付
け
定
例
第
二
百
五
号
中

二
七
一

告

示

福
島
県
告
示
第
四
百
七
十
五
号

自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
九
号
）
第
百
十
七
条
第
一
項
及
び
第
百
十
八
条

の
規
定
に
よ
り
、
令
和
三
年
度
陸
上
自
衛
隊
、
海
上
自
衛
隊
及
び
航
空
自
衛
隊
の
自
衛
官
候
補
生
（
男

子
）
の
採
用
試
験
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
定
め
る
。

令
和
三
年
六
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

受
付
期
間

令
和
三
年
七
月
一
日
（
木
）
か
ら
同
年
九
月
六
日
（
月
）
ま
で

二

試
験
種
目
及
び
試
験
期
日

試

験

種

目

試

験

期

日

筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、
地
理
歴
史
及
び

令
和
三
年
九
月
十
七
日
（
金
）
か
ら
同
月
十
九

公
民
、
作
文
）
、
適
性
検
査

日
（
日
）
ま
で
の
間
の
指
定
す
る
一
日

口
述
試
験
、
身
体
検
査
、
経
歴
評
定
（
受
験

令
和
三
年
九
月
二
十
二
日
（
水
）
か
ら
同
月
三

者
の
有
す
る
資
格
・
免
許
等
に
よ
り
能
力
を

十
日
（
木
）
ま
で
の
間
の
指
定
す
る
一
日

総
合
的
に
評
価
す
る
も
の
）

三

試
験
予
定
会
場

１

筆
記
試
験
及
び
適
性
検
査

名

称

位

置

会
津
北
嶺
高
等
学
校

会
津
若
松
市
相
生
町
三
番
地
二
号

東
日
本
国
際
大
学

い
わ
き
市
平
鎌
田
寿
金
沢
三
十
七
番
地

郡
山
女
子
大
学

郡
山
市
開
成
三
丁
目
二
十
五
番
地
二
号

杉
妻
会
館

福
島
市
杉
妻
町
三
番
地
四
十
五
号

福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
浜

南
相
馬
市
原
町
区
萱
浜
字
巣
掛
場
四
十
五
番
地

一
一
二
号

福
島
県
白
河
合
同
庁
舎

白
河
市
昭
和
町
二
六
九
番
地
二
階

２

口
述
試
験
及
び
身
体
検
査

───────────────────────────────────────────────────────────
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名

称

位

置

陸
上
自
衛
隊
福
島
駐
屯
地

福
島
市
荒
井
字
原
宿
一
番
地

陸
上
自
衛
隊
郡
山
駐
屯
地

郡
山
市
大
槻
町
字
長
右
ヱ
門
林
一
番
地

四

採
用
時
期

令
和
四
年
三
月
下
旬
又
は
同
年
四
月
上
旬

五

応
募
資
格

採
用
予
定
月
の
一
日
現
在
、
十
八
歳
以
上
三
十
三
歳
未
満
（
三
十
二
歳
の
者
に
あ
っ
て
は
、
採
用

予
定
月
の
一
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
に
達
す
る
日
の
翌
月
の
末
日
現
在
、
三
十
三
歳
に
達
し
な
い
者
）

の
、
日
本
国
籍
を
有
す
る
男
子
で
、
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
三
十
八

条
第
一
項
に
規
定
す
る
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
者
と
す
る
。

六

問
合
せ
先

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部
募
集
課
（
福
島
市
南
町
八
十
六
番
地
）

電
話
〇
二
四
―
五
四
六
―
一
九
一
九

（
災
害
対
策
課
）

福
島
県
告
示
第
四
百
七
十
六
号

自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
九
号
）
第
百
十
七
条
第
一
項
及
び
第
百
十
八
条

の
規
定
に
よ
り
、
令
和
三
年
度
陸
上
自
衛
隊
、
海
上
自
衛
隊
及
び
航
空
自
衛
隊
の
自
衛
官
候
補
生
（
女

子
）
の
採
用
試
験
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
定
め
る
。

令
和
三
年
六
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

受
付
期
間

令
和
三
年
七
月
一
日
（
木
）
か
ら
同
年
九
月
六
日
（
月
）
ま
で

二

試
験
種
目
及
び
試
験
期
日

試

験

種

目

試

験

期

日

筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、
地
理
歴
史
及
び

令
和
三
年
九
月
十
七
日
（
金
）
か
ら
同
月
十
九

公
民
、
作
文
）
、
適
性
検
査

日
（
日
）
ま
で
の
間
の
指
定
す
る
一
日

口
述
試
験
、
身
体
検
査
、
経
歴
評
定
（
受
験

令
和
三
年
九
月
二
十
二
日
（
水
）
か
ら
同
月
三

者
の
有
す
る
資
格
・
免
許
等
に
よ
り
能
力
を

十
日
（
木
）
ま
で
の
間
の
指
定
す
る
一
日

総
合
的
に
評
価
す
る
も
の
）

三

試
験
予
定
会
場

１

筆
記
試
験
及
び
適
性
検
査

名

称

位

置

会
津
北
嶺
高
等
学
校

会
津
若
松
市
相
生
町
三
番
地
二
号

東
日
本
国
際
大
学

い
わ
き
市
平
鎌
田
寿
金
沢
三
十
七
番
地

郡
山
女
子
大
学

郡
山
市
開
成
三
丁
目
二
十
五
番
地
二
号

杉
妻
会
館

福
島
市
杉
妻
町
三
番
地
四
十
五
号

福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
浜

南
相
馬
市
原
町
区
萱
浜
字
巣
掛
場
四
十
五
番
地

一
一
二
号

福
島
県
白
河
合
同
庁
舎

白
河
市
昭
和
町
二
六
九
番
地
二
階

２

口
述
試
験
及
び
身
体
検
査

名

称

位

置

陸
上
自
衛
隊
郡
山
駐
屯
地

郡
山
市
大
槻
町
字
長
右
ヱ
門
林
一
番
地

四

採
用
時
期

令
和
四
年
三
月
下
旬
又
は
同
年
四
月
上
旬

五

応
募
資
格

採
用
予
定
月
の
一
日
現
在
、
十
八
歳
以
上
三
十
三
歳
未
満
（
三
十
二
歳
の
者
に
あ
っ
て
は
、
採
用

予
定
月
の
一
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
に
達
す
る
日
の
翌
月
の
末
日
現
在
、
三
十
三
歳
に
達
し
な
い
者
）

の
、
日
本
国
籍
を
有
す
る
女
子
で
、
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
三
十
八

条
第
一
項
に
規
定
す
る
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
者
と
す
る
。

六

問
合
せ
先

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部
募
集
課
（
福
島
市
南
町
八
十
六
番
地
）

電
話
〇
二
四
―
五
四
六
―
一
九
一
九

（
災
害
対
策
課
）

福
島
県
告
示
第
四
百
七
十
七
号

自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
九
号
）
第
百
十
七
条
第
一
項
及
び
第
百
十
八
条

の
規
定
に
よ
り
、
令
和
三
年
度
陸
上
自
衛
隊
、
海
上
自
衛
隊
及
び
航
空
自
衛
隊
の
二
等
陸
士
、
二
等
海

士
及
び
二
等
空
士
と
し
て
採
用
す
る
陸
上
自
衛
官
、
海
上
自
衛
官
及
び
航
空
自
衛
官
（
男
子
及
び
女
子
）

の
採
用
試
験
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
定
め
る
。

───────────────────────────────────────────────────────────
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令
和
三
年
六
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

受
付
期
間

令
和
三
年
七
月
一
日
（
木
）
か
ら
同
年
九
月
六
日
（
月
）
ま
で

二

採
用
の
区
分

一
般
曹
候
補
生

三

試
験
種
目
及
び
試
験
期
日

１

第
一
次
試
験

試

験

種

目

試

験

期

日

筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、
英
語
及
び
作
文
）

令
和
三
年
九
月
十
七
日
（
金
）
か
ら
同
月
十
九

適
性
検
査

日
（
日
）
ま
で
の
間
の
指
定
す
る
一
日

２

第
二
次
試
験
（
第
一
次
試
験
の
合
格
者
の
み
行
う
。
）

試

験

種

目

試

験

期

日

口
述
試
験

令
和
三
年
十
月
九
日
（
土
）
か
ら
同
月
十
九
日

身
体
検
査

（
火
）
ま
で
の
間
の
指
定
す
る
一
日

四

試
験
予
定
会
場

１

第
一
次
試
験

名

称

位

置

会
津
北
嶺
高
等
学
校

会
津
若
松
市
相
生
町
三
番
地
二
号

東
日
本
国
際
大
学

い
わ
き
市
平
鎌
田
寿
金
沢
三
十
七
番
地

郡
山
女
子
大
学

郡
山
市
開
成
三
丁
目
二
十
五
番
地
二
号

杉
妻
会
館

福
島
市
杉
妻
町
三
番
地
四
十
五
号

福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
浜

南
相
馬
市
原
町
区
萱
浜
字
巣
掛
場
四
十
五
番
地

一
一
二
号

福
島
県
白
河
合
同
庁
舎

白
河
市
昭
和
町
二
六
九
番
地
二
階

２

第
二
次
試
験

名

称

位

置

陸
上
自
衛
隊
福
島
駐
屯
地

福
島
市
荒
井
字
原
宿
一
番
地

陸
上
自
衛
隊
郡
山
駐
屯
地

郡
山
市
大
槻
町
字
長
右
ヱ
門
林
一
番
地

五

採
用
時
期

令
和
四
年
三
月
下
旬
又
は
同
年
四
月
上
旬

六

応
募
資
格

採
用
予
定
月
の
一
日
現
在
、
十
八
歳
以
上
三
十
三
歳
未
満
（
三
十
二
歳
の
者
は
採
用
予
定
月
の
末

日
現
在
、
三
十
三
歳
に
達
し
て
い
な
い
者
）
の
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
で
、
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十

九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
も
の
と
す

る
。

七

問
合
せ
先

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部
募
集
課
（
福
島
市
南
町
八
十
六
番
地
）

電
話
〇
二
四
―
五
四
六
―
一
九
一
九

（
災
害
対
策
課
）

福
島
県
告
示
第
四
百
七
十
八
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
の
規
定
（
中
国
残
留
邦
人
等
の

円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関

す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る

生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
医
療
扶
助
及
び
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ

せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
三
年
六
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

名

称

所

在

地

指
定
年
月
日

こ
し
い
し
ク
リ
ニ
ッ
ク

会
津
若
松
市
大
町
一
丁
目
二
―
二
〇

令
和
三
年
六
月

一
日

高
島
歯
科
医
院

会
津
若
松
市
大
町
二
―
一
三
―
一
一

同

年
三
月

二
六
日

西
町
調
剤
薬
局

南
相
馬
市
原
町
区
西
町
一
―
六
七

令
和
二
年
八
月

一
日
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ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局
南
相
馬
原
ノ

南
相
馬
市
原
町
区
旭
町
二
丁
目
五
二
―
一

同

年
一
一

町
駅
前
店

月
一
日

渡
辺
薬
局

南
相
馬
市
原
町
区
旭
町
一
丁
目
八
三
番
地

令
和
三
年
三
月

一
日

薬
局
青
い
鳥
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

南
相
馬
市
原
町
区
栄
町
二
丁
目
六
二
―
三

同

年
四
月

一
日

ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局
伊
達
桑
折
店

伊
達
郡
桑
折
町
字
北
町
五
〇
―
一

同
日

ひ
ら
た
中
央
病
院

石
川
郡
平
田
村
大
字
上
蓬
田
字
清
水
内
四

同

年
五
月

番
地

一
日（

社
会
福
祉
課
）

福
島
県
告
示
第
四
百
七
十
九
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
（
中
国
残
留
邦
人
等

の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に

関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
次
の
指
定
医
療
機
関
か
ら
当
該
指
定
医
療
機
関
の
事
業

を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
六
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

名

称

所

在

地

廃
止
年
月
日

高
島
歯
科
医
院

会
津
若
松
市
大
町
二
―
一
三
―
一
一

令
和
三
年
三
月

二
五
日

裕
薬
局

白
河
市
東
釜
子
字
本
町
九
六

平
成
二
九
年
八

月
三
一
日

渡
辺
薬
局

南
相
馬
市
原
町
区
旭
町
一
丁
目
八
三

令
和
三
年
二
月

二
八
日

ひ
ら
た
中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク

石
川
郡
平
田
村
大
字
上
蓬
田
字
大
隅
三
〇

同

年
四
月

番
地

三
〇
日

（
社
会
福
祉
課
）

福
島
県
告
示
第
四
百
八
十
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残

留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条

第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
次
の
施

術
者
か
ら
当
該
施
術
者
の
住
所
を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
六
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

住

所

氏

名

変

更

前

変

更

後

梅
津

芳
正

本
宮
市
長
屋
字
馬
次
郎
内
五

本
宮
市
糠
沢
字
愛
宕
一
〇
四
―
一

（
社
会
福
祉
課
）

福
島
県
告
示
第
四
百
八
十
一
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
（
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立

の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ

と
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
介
護
扶
助
及
び
介
護
支
援
給
付
の
た
め
の
居

宅
介
護
若
し
く
は
居
宅
介
護
支
援
計
画
の
作
成
、
福
祉
用
具
の
給
付
、
介
護
予
防
若
し
く
は
介
護
予
防

支
援
計
画
の
作
成
又
は
介
護
予
防
福
祉
用
具
の
給
付
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
三
年
六
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

事
業
所
の

事
業
所
の

事
業
者
の

事
業
者
の
主
た
る

サ
ー
ビ
ス

指
定
年
月
日

名

称

所

在

地

名

称

事
務
所
の
所
在
地

の
種
類

グ
ル
ー
プ
ホ
ー

西
白
河
郡
矢

有
限
会
社
横

西
白
河
郡
矢
吹
町

令
和
三
年
六

認
知
症
対

ム
あ
ゆ
り
の

吹
町
井
戸
尻

山
製
作
所

井
戸
尻
四
九
六
―

月
一
日

応
型
共
同

里

四
九
六
―
一

一

生
活
介
護

（
社
会
福
祉
課
）



令和３年６月25日 金曜日 福 島 県 報 第209号269

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
福
島
県
告
示
第
四
百
八
十
二
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
第
五
条
第
一
項
の
新
設
の
届
出
に
係
り
聴
取
し
た
意
見
の
概
要
及
び
第
八
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
意
見
を
令
和
三
年

六
月
二
十
五
日
か
ら
同
年
七
月
二
十
五
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ
く
り

課
、
福
島
県
県
北
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
川
俣
町
産
業
課
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
六
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

意
見
の
対
象
と
な
っ
た
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

（
仮
称
）
ハ
シ
ド
ラ
ッ
グ
川
俣
店

福
島
県
伊
達
郡
川
俣
町
大
字
鶴
沢
字
社
前
八
三
番
一
ほ
か

二

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
川
俣
町
か
ら
聴
取
し
た
意
見
の
概
要

意
見
な
し

三

法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要

意
見
書
の
提
出
な
し

（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
）

福
島
県
告
示
第
四
百
八
十
三
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
第
五
条
第
一
項
の
新
設
の
届
出
に
係
り
聴
取
し
た
意
見
の
概
要
及
び
第
八
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
意
見
を
令
和
三
年

六
月
二
十
五
日
か
ら
同
年
七
月
二
十
五
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ
く
り

課
、
福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
郡
山
市
産
業
観
光
部
産

業
政
策
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
六
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

意
見
の
対
象
と
な
っ
た
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

（
仮
称
）
ヨ
ー
ク
タ
ウ
ン
安
積

福
島
県
郡
山
市
安
積
二
丁
目
一
二
五
番
地
ほ
か

二

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
郡
山
市
か
ら
聴
取
し
た
意
見
の
概
要

以
下
の
事
項
に
つ
い
て
留
意
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

１

廃
棄
物
減
量
化
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
の
配
慮

廃
棄
物
の
排
出
を
可
能
な
限
り
抑
制
し
、
か
つ
適
切
な
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
こ
と
。

２

防
犯
対
策
へ
の
協
力

事
業
者
及
び
土
地
所
有
者
等
は
、
「
郡
山
市
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
の
基
本
理
念

を
理
解
し
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し
た
環
境
と
必
要
な
措
置
を
講
じ
る

よ
う
に
努
め
、
市
の
防
犯
対
策
に
協
力
す
る
こ
と
。

３

騒
音
の
発
生
に
係
る
事
項

原
動
機
の
定
格
出
力
が
七
・
五
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
冷
凍
機
の
設
置
が
あ
る
た
め
、
福
島
県
生

活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
工
事
開
始
の
三
十
日
前
ま
で
に
騒
音
指
定
施
設
の

設
置
届
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
。

な
お
、
届
出
（
規
制
）
対
象
外
の
施
設
に
つ
い
て
も
、
騒
音
に
よ
り
周
辺
住
民
の
生
活
環
境
に

被
害
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
施
設
の
設
置
場
所
や
騒
音
の
低
減
に
つ
い
て
配
慮
す
る
こ
と
。

４

廃
棄
物
に
係
る
事
項
等

分
別
の
徹
底
を
図
り
、
産
業
廃
棄
物
と
事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
適
正
処
理
を
す
る
こ
と
。

三

法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要

意
見
書
の
提
出
な
し

（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
）

福
島
県
告
示
第
四
百
八
十
四
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
第
五
条
第
一
項
の
新
設
の
届
出
に
係
り
聴
取
し
た
意
見
の
概
要
及
び
第
八
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
意
見
を
令
和
三
年

六
月
二
十
五
日
か
ら
同
年
七
月
二
十
五
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ
く
り

課
、
福
島
県
県
北
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
福
島
市
総
務
部
総
務
課

市
民
情
報
室
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
六
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

意
見
の
対
象
と
な
っ
た
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

（
仮
称
）
福
島
入
江
町
商
業
施
設
計
画

福
島
県
福
島
市
入
江
町
四
二
番
ほ
か

二

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
福
島
市
か
ら
聴
取
し
た
意
見
の
概
要

１

廃
棄
物
に
係
る
事
項

㈠

事
業
活
動
に
伴
っ
て
発
生
し
た
廃
棄
物
の
保
管
に
あ
た
っ
て
は
、
保
管
基
準
を
遵
守
す
る
と

と
も
に
、
飛
散
防
止
な
ど
の
周
辺
環
境
の
保
全
に
努
め
、
苦
情
等
の
問
題
が
発
生
し
た
場
合
は
、

早
急
か
つ
誠
意
あ
る
対
応
を
行
う
こ
と
。

㈡

産
業
廃
棄
物
の
処
理
を
委
託
す
る
場
合
は
、
産
業
廃
棄
物
の
種
類
ご
と
に
許
可
を
受
け
た
業

者
へ
委
託
す
る
と
と
も
に
、
委
託
基
準
を
遵
守
す
る
こ
と
。

㈢

事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
処
理
を
委
託
す
る
場
合
は
、
市
の
許
可
業
者
に
委
託
す
る
こ
と
。

２

工
事
施
工
に
係
る
事
項

㈠

児
童
生
徒
の
登
下
校
時
に
お
い
て
、
建
築
工
事
に
伴
う
工
事
車
両
及
び
物
品
搬
入
等
に
伴
う

車
両
の
出
入
り
に
は
誘
導
員
を
配
置
す
る
な
ど
し
て
十
分
に
配
慮
い
た
だ
き
た
い
。

㈡

給
水
工
事
の
設
計
及
び
施
行
に
あ
た
っ
て
は
、
福
島
市
水
道
局
発
行
の
「
給
水
装
置
工
事
設

計
施
行
指
針
」
に
基
づ
く
こ
と
と
し
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
給
水
課
給
水
装
置
係

と
時
間
に
十
分
な
余
裕
を
持
っ
て
協
議
を
行
う
こ
と
。

３

安
全
管
理
に
係
る
事
項

㈠

交
通
渋
滞
に
よ
る
通
行
人
の
安
全
管
理
や
、
周
辺
住
民
へ
の
環
境
へ
の
配
慮
を
行
う
こ
と
。

㈡

一
般
買
い
物
客
が
車
両
で
出
入
り
す
る
際
に
、
設
置
看
板
に
よ
り
安
全
確
認
を
認
識
さ
せ
る

よ
う
な
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
。
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㈢

国
道
四
号
№
１
出
口
付
近
に
は
バ
ス
停
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
路
線
バ
ス
停
車
時
に
死
角
と

な
ら
な
い
よ
う
安
全
面
に
留
意
し
た
交
通
整
理
を
行
う
こ
と
。

４

自
然
災
害
発
生
時
の
協
力
体
制
に
係
る
事
項

㈠

自
然
災
害
発
生
時
等
、
市
か
ら
協
力
を
依
頼
し
た
場
合
の
協
力
体
制
を
整
え
る
こ
と
。

５

周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
に
係
る
事
項

㈠

事
業
活
動
に
あ
た
り
、
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
、
施
設
の
配
置
及
び
運
営
方

法
に
つ
い
て
適
正
な
配
慮
を
行
う
こ
と
。

㈡

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
七
条
に
基
づ

く
説
明
会
の
開
催
が
一
部
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
、
前
項
の
取
り
組
み
を
継
続
的
に
行

う
と
と
も
に
、
周
辺
地
域
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
等
に
対
し
、
そ
の
都
度
、
真
摯
な
対
応
に
よ
り

十
分
な
理
解
を
得
る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
。

三

法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要

意
見
書
の
提
出
な
し

（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
）

福
島
県
告
示
第
四
百
八
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
三
年
六
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一
１

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

二
本
松
市
木
幡
字
治
家
七
〇
の
四
か
ら
七
〇
の
七
ま
で
、
七
〇
の
一
〇
、
七
〇
の
一
一
、
七
〇

の
一
四
、
七
〇
の
一
五
、
七
〇
の
一
九

２

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

公
衆
の
保
健

３

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⑴

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

⑵

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
二
本
松
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る

標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⑶

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
１

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

二
本
松
市
針
道
字
夏
無
八
の
一
三
か
ら
八
の
一
八
ま
で
、
八
の
二
〇
、
八
の
二
二
、
字
大
沢
三

三
の
四

２

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

干
害
の
防
備

３

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⑴

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

⑵

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
二
本
松
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る

標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⑶

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

三
１

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

二
本
松
市
針
道
字
夏
無
八
の
一
三
か
ら
八
の
一
八
ま
で
、
八
の
二
〇
、
八
の
二
二
、
字
大
沢
三

三
の
四

２

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

公
衆
の
保
健

３

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⑴

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

⑵

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
二
本
松
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る

標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⑶

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水
産
部
森
林
林
業
総
室
森
林
保

全
課
及
び
二
本
松
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
告
示
第
四
百
八
十
六
号

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
地

区
画
整
理
組
合
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

令
和
三
年
六
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

土
地
区
画
整
理
組
合
の
名
称

伊
達
市
堂
ノ
内
地
区
土
地
区
画
整
理
組
合

二

事
業
施
行
期
間

令
和
三
年
六
月
十
六
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

施
行
地
区

福
島
県
伊
達
市
堀
切
端
の
全
部
の
区
域
並
び
に
一
本
木
、
上
台
、
岡
前
、
瀬
戸
場
、
鶴
田
、
堂
ノ

内
、
原
島
、
日
照
及
び
柳
内
の
各
一
部
の
区
域

四

事
務
所
の
所
在
地

福
島
県
伊
達
市
一
本
木
三
十
八
番
地

五

設
立
認
可
の
年
月
日
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令
和
三
年
三
月
二
日

六

事
業
計
画
の
認
可
の
年
月
日

令
和
三
年
六
月
十
六
日

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

福
島
県
告
示
第
四
百
八
十
七
号

政
府
調
達
に
関
す
る
苦
情
の
処
理
手
続
要
綱
を
定
め
た
件
（
平
成
八
年
福
島
県
告
示
第
三
百
十
九
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
三
年
六
月
二
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
三
年
六
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

第
一
中
「
千
九
百
九
十
四
年
四
月
十
五
日
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
、

二
千
十
二
年
三
月
三
十
日
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
を
改
正
す
る
議
定
書

に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
協
定
」
を
「
二
千
十
二
年
三
月
三
十
日
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達

に
関
す
る
協
定
を
改
正
す
る
議
定
書
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
千
九
百
九
十
四
年
四
月
十
五
日
マ
ラ
ケ
シ
ュ

で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
」
に
改
め
る
。

（
審

査

課
）

福
島
県
告
示
第
四
百
八
十
八
号

福
島
県
政
府
調
達
苦
情
検
討
委
員
会
設
置
要
綱
を
定
め
た
件
（
平
成
八
年
福
島
県
告
示
第
三
百
二
十

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
三
年
六
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

第
一
条
中
「
千
九
百
九
十
四
年
四
月
十
五
日
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
、

二
千
十
二
年
三
月
三
十
日
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
を
改
正
す
る
議
定
書

に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
協
定
」
を
「
二
千
十
二
年
三
月
三
十
日
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達

に
関
す
る
協
定
を
改
正
す
る
議
定
書
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
千
九
百
九
十
四
年
四
月
十
五
日
マ
ラ
ケ
シ
ュ

で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
要
綱
は
、
令
和
三
年
六
月
二
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
審

査

課
）

公

告

公
告
第
百
二
十
五
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
郡
山
市
か
ら
県

中
都
市
計
画
地
区
計
画
の
決
定
に
係
る
関
係
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
次
の
と
お
り
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
三
年
六
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

縦
覧
に
供
す
る
図
書

総
括
図
、
計
画
図
及
び
計
画
書
の
写
し

二

縦
覧
場
所

福
島
県
土
木
部
都
市
総
室
都
市
計
画
課
及
び
福
島
県
県
中
建
設
事
務
所
企
画
管
理
部
企
画
調
査
課

（
都
市
計
画
課
）

正

誤

ペ
ー
ジ

段

行

正

誤

○
令
和
三
年
六
月
十
一
日
付
け
定
例
第
二
百
五
号
中

二
四
五

下

後
ろ
か

令
和
三
年
六
月
十
一
日

公
布
の
日

ら
八

二
四
六

上

十


